
様式第２号（第６条関係） 

 

大牟田市避難者支援活動促進交付金事業 活動計画書 

 

              協議会名                                

避
難
支
援 

支援実施者数 人 

要配慮者数 人 

活
動
の
内
容 

 

避
難
所
支
援 

避
難
支
援
を
行
う
場
所 

施 設 名 
（継続・新規と初期整備費について記入） 

施設管理者 
収容 
人数 

支援実
施者数 

風水害 地震 

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

活
動
の
内
容 

 

 ※避難支援を行う場所について、各施設複数名の支援実施者を設定ください。 

※校区の防災マップや避難計画等、事業実施するための地域の体制等が分かる資料があれば、 

添付してください。 



様式第２号（第６条関係） 

 

大牟田市避難者支援活動促進交付金事業 活動計画書 

 

              協議会名       〇〇校区まちづくり協議会     

避
難
支
援 

支援実施者数 １０  人 

要配慮者数 １５  人 

活
動
の
内
容 

 

 ○○校区では、避難の支援が必要な人を１５人把握しており、市の自主避難

所が開設されたときや警戒レベル３高齢者等避難が発令されたときに、９名に

対し４人体制で声掛けを行い、６人に対し６人体制で付き添って避難することと

している。 

避
難
所
支
援 

避
難
支
援
を
行
う
場
所 

施 設 名 
（継続・新規と初期整備費について記入） 

施設管理者 
収容 
人数 

支援実
施者数 

風水害 地震 

 ○○小学校 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市 ３５０ ５ 〇 〇 

 △△集会所 
■継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市 １５ ３ 〇 × 

 □□寺 
□継続   ■新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市 ２０ ６ 〇 〇 

 地域連携施設「◎◎◎」 
□継続   ■新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市 ２０ ３ 〇 〇 

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

 
□継続   □新規（整備費・備蓄資材） 

地域 ・ 市     

活
動
の
内
容 

 市の指定避難所の○○小学校のほか、地域の避難場所３ヵ所において１７

人体制で避難所支援を予定している。 
 

 避難所及び避難場所開設時には、避難者の受入れや相談支援を中心に行

い、大規模災害となった場合は、避難者のニーズの把握や救援物資の運搬・

配布等の支援を予定している。 

 ※避難支援を行う場所について、各施設複数名の支援実施者を設定ください。 

※校区の防災マップや避難計画等、事業実施するための地域の体制等が分かる資料があれば、 

添付してください。 

記載例 

予定している活動

の概要 

支援をする側の

予定人数 

支援を受けるよう配慮者

の予定人数 

避難所及び避難場所の名称 

新規施設は、整備費・備蓄資材を選択 

地域独自の避難場所は「地域」（地域が協定等により民間施設を使用する場合も含む） 

市が指定している避難所等は「市」 

安全性が確保でき

ている場合は「〇」 

できていない場合

は「×」 

おおよその 

収容人数 

支援する側

の人数 

予定している活動

の概要 


